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表 紙

大河内中学校トライやる・ウィーク

　10 月 18 日から 22 日にかけて、町
内の事業所で大河内中学校２年生がト
ライやる活動に取り組みました。
　この活動は、地域での様々な体験を
通じて、働くことの意義、楽しさを実
感したり、社会の一員としての自覚を
高めるなど、生徒一人一人が自分の生
き方を見つけようとするものです。
　受入事業所様をはじめ、地域の皆様、
ご協力ありがとうございました。

主 な 内 容
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　平成 21 年度の一般会計と特別会計、企業会計の決算がまとまり、９月定例議会で認定されました。
　町の予算は、皆さんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。
　この１年間にどのくらいのお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。
　平成 21 年度の一般会計の決算は、歳入総額 86 億 8,620 万円、歳出総額 85 億 370 万円、差引１億 8,250 万
円の黒字となりました。この決算報告は、町ホームページにも掲載しています。
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歳出総額
85億370万円

人件費
14億 2,341万円
　　　（16.8％）

積立金
5,374万円
　　（0.6％）災害復旧費

1億 3,563万円
　　　（1.6％）

繰出金
4億 5,845万円
　　　（5.4％）

普通建設（補助）
6億 4,551万円
　　　（7.6％）

扶助費
4億 2,343万円
　　　　（5.0％）

　公債費
14億 9,089万円
　　　（17.5％）

　　物件費
10億 3,599万円
　　（12.2％）

維持補修費
954万円（0.1％）

補助費等
22億 2,078万円
　　　　（26.1％）

普通建設（単独）
6億 393万円
　　　（7.1％）

貸付金
240万円（0.0％）

町税
22億 3,942万円
　　　　（25.8％）

繰入金
3億 4,932万円（4.0％）
諸収入
1億 9,575万円（2.3％）
使用料・手数料
2億 2,967万円（2.6％）
分担金・負担金
8,717万円（1.0％）

繰越金
1億 2,237万円（1.4％）

寄付金
181万円（0.0％）

財産収入
2,823万円（0.3％）

国庫支出金
9億 7,691万円
　　　（11.2％）

地方譲与税・交付金
3億 19万円（3.5％）

地方交付税
27億 4,315万円
　　　（31.6％）

県支出金
7億 2,649万円
　　　（8.4％）

町債
6億 8,572万円
　　　（7.9％）

歳入総額
86億8,620万円

の部分は自主財源

の部分は依存財源

5億 8,393万円

15億 7,522万円

4,946万円

3,035万円
46万円

町税の内訳
町　民　税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税
鉱　山　税

総額 22 億 3,942 万円
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※公営企業会計（下水道事業、病院事業）での赤字は留保資金を充当し、黒字となっています。
　万円未満は四捨五入していますので、総合計とは一致しません。

区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引
一 般 会 計 86 億 8,620 万円 85 億　370 万円 1 億 8,250 万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

介 護 療 育 支 援 事 業 特 別 会 計 5,349 万円 4,886 万円 463 万円
産業廃棄物処理事業特別会計 2,509 万円 2,305 万円 204 万円
寺 前 地 区 振 興 基 金 特 別 会 計 1,298 万円 1,298 万円 0 万円
長 谷 地 区 振 興 基 金 特 別 会 計 735 万円 735 万円 0 万円
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 14 億 4,780 万円 13 億 4,497 万円 1 億　283 万円
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 507 万円 507 万円 0 万円
後期高齢者医療事業特別会計 1 億 4,286 万円 1 億 4,218 万円 68 万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 10 億　627 万円 9 億 8,951 万円 1,676 万円
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 2 億 2,254 万円 2 億　197 万円 2,057 万円
老 人 訪 問 看 護 事 業 特 別 会 計 1 億 1,555 万円 9,922 万円 1,633 万円

企
業
会
計

水 道 事 業 収益的 3 億 4,582 万円 3 億 4,455 万円 127 万円
下 水 道 事 業 収益的 4 億　815 万円 6 億 2,138 万円 △ 2 億 1,323 万円
公立神崎総合病院事業 収益的 33 億 7,520 万円 34 億 4,305 万円 △ 6,785 万円

総　　　合　　　計 158 億 5,437 万円 157 億 8,782 万円 6,655 万円

一 般 会 計 及 び 特 別 会 計、 企 業 会 計 の 決 算

7,060円
80,921円

96,405円
128,334円

43,868円
24,930円

50,370円

10,320円
11,184円

115,226円
71,632円

16,965円

町民１人あたりに使われたお金は657,215円でした
議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費

公　債　費
諸支出金
災害復旧費

教　育　費

比率 比　率　の　状　況 用　語　の　説　明

経 常
収 支
比 率

93.2％

昨年度と同じです。この主な要因としては、経常一
般財源収入である普通交付税・臨時財政対策債など
が増加し、歳出においては人件費が減少した反面、
扶助費と補助費等のうち企業会計への補助金や特別
会計への繰出金が増加しています。その結果、経常
一般財源収入と経常一般財源支出の増加額がほぼ同
額となっているため昨年度と同比率になりました。

財政構造の弾力化（余裕）を示すものであり、町村は 70％
程度が妥当とされています。支出のうち人件費や物件費、
公債費など、毎年必ず支払う経費を『経常的経費』という。
また町税や地方交付税など毎年常に入ってくる財源を『経
常一般財源』といい、使い途が自由な経常一般財源から経
常的経費に充てられる割合が経常収支比率となる。比率が
低い方が自由に使える資金が多いことになります。

財 政 力
指 数 52.1％

昨年度より 1.5 ポイント悪くなっています。この主
な要因は、自主財源である町税等が減少しているこ
とにあります。

町の財政力を示す指数で、100％に近く、あるいは 100％を
超えるほど、財政に余裕があるとされている。普通交付税
算定による基準財政収入額を基準財政需要額で割って得た
数値の過去３年間の平均値をいいます。

指標でみる神河町の財政事情
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総務費  
・電算機運営事業　　 5,072 万円
・医師修学資金貸与事業（1 名）　　　　　　　 240 万円
・地方バス等公共交通維持確保対策事業  374 万円
・「広報かみかわ」発行  320 万円
・庁舎管理事業（本庁舎・支庁舎・支所） 2,899 万円
・コミュニティバス運営事業　　　　　　 　 4,640 万円
・交通安全施設整備事業　　　　　　　　  330 万円
・まちづくり活動支援事業　　　　　　　　  185 万円
・ＣＡＴＶ管理運営事業（人件費含む）　 1 億 7,424 万円
・地域活性化・生活対策臨時交付金事業（生活道路整備他）   
 9,007 万円
・地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業（商業活性化事業他）   
 2,963 万円
・地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業（観光施設改修事業）
 480 万円
・選挙費（町長、衆議院議員、兵庫県知事）   3,074 万円
  
民生費  
・民生委員児童委員活動事業  517 万円
・社会福祉協議会運営補助事業  2,884 万円
・国民健康保険事業特別会計繰出金  6,841 万円
・介護保険事業特別会計繰出金    1 億 6,842 万円
・老人クラブ助成事業　　　　　　　　  564 万円
・要援護者タクシー運賃助成事業（97 名）　 94 万円
・白寿（2 名）祝金支給事業　　　　　　　　　  20 万円
・広域シルバー人材センター負担事業  386 万円
・高齢者生活支援ハウス運営委託事業 600 万円
・障害者自立支援法による各種給付事業 1 億 2,069 万円
・ユニバーサル社会づくり実践モデル事業 43 万円
・福祉医療助成事業  7,923 万円
・老人保健事業特別会計繰出金  503 万円
・後期高齢者医療事業（特会・広域連合への繰出等）
 1 億 6,629 万円
・子どもを健やかに生み育てる支援金  550 万円
・児童手当支給事業  8,922 万円
・保育所運営事業 1 億 3,311 万円
・次世代育成支援地域行動計画策定事業 76 万円
・保育所等緊急整備事業（神崎保育園）  4,792 万円
・定額給付金支給事業 2 億 1,169 万円
・子育て応援特別手当支給事業  663 万円

衛生費  
・公立神崎総合病院運営事業（補助金） 3 億 6,000 万円
・介護療育支援事業特別会計繰出金（ケアステーションかんざき）
  1,065 万円
・水道事業会計補助金 6,800 万円
・予防接種事業  1,695 万円
・健康づくり対策事業（各種検診、新型インフルエンザ助成他）     
 1,868 万円
・母子保健事業（妊婦健診助成・乳幼児健診他）  634 万円
・神崎郡北部火葬場運営事業（負担金）  2,158 万円
・中播北部クリーンセンター運営事業（負担金）  
  3 億 6,988 万円
・中播衛生施設事務組合負担金  8,759 万円
・浄化槽管理事業 1,424 万円
・下水道事業会計補助金  5 億 4,000 万円
  
農林水産業費
・農業委員会事業  349 万円
・中播農業共済事務組合負担金 1,114 万円
・中山間地域等直接支払交付金事業（13 集落）1,351 万円
・中山間地域総合整備事業（野生動物防護柵 1 集落） 668 万円
・有害鳥獣対策事業（サル、シカ、アライグマ他） 223 万円
・農地・水・農村環境保全向上推進事業（33 集落） 670 万円
・集落営農機械等整備事業（県補助：4 営農組合、町単：3） 
  1,070 万円
・中山間地域総合整備事業（農道新設、水路改修他）  4,403 万円
・田園空間整備事業（農道舗装、水路）  2,910 万円
・地籍調査事業（大畑、寺前：完了、比延、上岩、鍛治、大河）     
 3,985 万円

・森林整備地域活動支援事業（施業区域の明確化、歩道整備）  
  438 万円
・環境育林事業（間伐補助）     1,838 万円
・県民みどり税活用事業（緊急防災林と混交林の整備）  
  1 億 1,116 万円
・林道整備事業（市川左岸線） 3,456 万円
・災害倒木等処理対策事業  209 万円
・水産業振興事業（漁業組合補助金）  600 万円

商工費  
・商工会補助金　  2,060 万円
・緊急雇用対策（県事業：ふるさと雇用再生、緊急雇用創出）   2,122 万円
・町観光協会補助金   500 万円
・地域活性化推進事業（夏まつり他イベント交流）  414 万円
・観光施設等整備事業（ホテルモンテローザ他修繕）  1,486 万円
・大河内高原整備関連事業（峰山高原関係：給水施設更新他）  
  1 億 5,740 万円
・とのみね自然交流館管理運営事業（県より受託）  964 万円

土木費  
・道路台帳統合整備事業  1,092 万円
・電源立地地域対策事業（町道赤田線改良）   3,595 万円
・道路新設改良事業（道整備交付金事業 2、町単事業 1） 5,827 万円
・都市計画観光交流センター整備事業 2 億　988 万円
・地域住宅モデル普及推進事業（大川原カクレ畑） 
 1 億 9,106 万円

消防費  
・姫路市消防局消防事務委託事業 1 億 3,390 万円
・救急車輌整備事業（姫路市への負担金）  790 万円
・消防施設整備事業（岩屋分団詰所、長谷分団ポンプ自動車他） 
 2,708 万円

教育費  
・小中学校、幼稚園管理事業　　 2 億 6,264 万円
・統合小学校施設整備事業（設計費） 　 967 万円
・統合中学校施設整備事業（設計費、用地購入費他） 9,086 万円
・統合幼稚園施設整備事業（設計費）  223 万円
・小学校太陽光発電施設整備事業（寺前・越知谷：設計費） 157 万円
・小学校自然学校推進事業（4 泊 5 日、5 年 113 名、家島） 262 万円
・外国語指導助手活用事業（2 名）  1,118 万円
・小中学校情報教育推進事業   560 万円
・小中学校理科教育設備等整備事業     290 万円
・人権啓発、人権文化創造活動支援事業  414 万円
・放課後子ども教室事業  158 万円
・学童保育クラブ運営事業  624 万円
・文化財保存事業（町文化財の保存、古文書調査等） 152 万円
・公民館管理事業（中央公民館、神崎公民館、人件費含む）
 5,683 万円
・公民館事業      654 万円
    高齢者大学（284 名）、教室（9）、公演（一般）、文化祭、美術展他  
・児童センターきらきら館管理運営事業  962 万円
・子育て学習センターきらきら、にこにこ事業 1,342 万円
・地域交流センター管理運営事業（長期留学生 8 名、人件費含む）    
 4,630 万円
・山村留学事業（短期留学）     489 万円
・社会体育施設管理事業        7,113 万円
・スポーツ大会、教室事業（チャレンジデー他）  97 万円
・学校給食運営事業（小・中・幼・保育所）  1 億 4,729 万円

公債費
・長期借入債の元金償還事業   13 億　995 万円
・長期借入債の利子償還事業      1 億 7,917 万円

諸支出金
・用地取得事業       1 億 4,471 万円

災害復旧費
・公共土木施設災害復旧事業（道路、河川）  5,434 万円
・農林水産施設災害復旧事業（農地、農道、水路、林道） 7,920 万円

平成 21年度で実施した主な事業
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・実
じ っ し つ あ か じ ひ り つ

質赤字比率　一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 11.25％～ 15％（3.75％）以上で財政健全化団体に、20％（5％）以上
　　で財政再生団体となります。

・連
れんけつじっしつあかじひりつ

結実質赤字比率　全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
　　　市町村（県）においては、財政規模に応じ 16.25％～ 20％（8.75％）以上で財政健全化団体に、30％（15％）以上〔経
　　過措置として市町村は 40％〕で財政再生団体となります。

・実
じ つ し つ こ う さ い ひ ひ り つ

質公債費比率　公債費（地方債の元利償還金）の水準を測る指標であり、地方公共団体財政健全化法に定められ
　　た指標の１つでもあります。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対
　　する比率であり、従来から用いられてきた「起債制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業
　　会計に対する繰出金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。
　　　この比率が 18％を超えた場合、地方債を発行するためには国の許可が必要になります。
　　　また、25％以上になると財政健全化団体となり一部の地方債の発行が、35％以上になると財政再生団体となり多
　　くの地方債の発行が制限されます。

・将
しょうらいふたんひりつ

来負担比率　地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対
　　する比率です。
　　　市町村（県）においては、350％（400％）以上で財政健全化団体となります。

・資
し き ん ふ そ く ひ り つ

金不足比率　地方公共団体財政健全化法にて上記の４つの指標とともに定められており、公営企業会計の資金不
　　足額の事業規模に対する比率です。
　　　比率は各公営企業会計毎に算定することとされており、20％以上で経営健全化団体となり、財政健全化団体と同
　　じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

○資金不足比率　　　＝

　平成 19 年６月に公布された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』の規定により、平成 21 年度決
算に基づく神河町の健全化判断比率及び資金不足比率について報告します。

１．健全化判断比率
 
 

２．資金不足比率 

健全化判断比率及び資金不足比率について

財政の健全化判断比率等の指標に関する用語の説明

一般会計等の実質赤字額
標準財政規模

－ 167,815（黒字は－表示）
5,233,675

連結実質赤字額
標準財政規模

－ 665,360（黒字は－表示）
5,233,675

2,126,740 － 1,245,921
5,233,675 － 1,172,151

○連結実質赤字比率＝　　　　　　　　　　　　＝

○実質赤字比率　　＝　　　　　　　　　　　　＝

財政の健全化判断比率及び資金不足比率は次のように算出されます。 （単位：千円）

　【３ヵ年平均】　  　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　3　＝ 22.5

○実質公債費比率　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 21.68691
　【単年度（21 年度）】

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－（特定財源＋
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）
標準財政規模－ ( 元利償還金・準元利償還金に係る基準
財政需要額算入額）

（H19 年度　 H20 年度　 H21 年度）
（22.98958 ＋ 22.83949 ＋ 21.68691）

21,378,394 － 14,438,102
5,233,675 － 1,172,151○将来負担比率　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　＝ 170.8

将来負担額－ ( 充当可能基金額＋特定財源見込額＋地方債
現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）
標準財政規模－ ( 元利償還金・準元利償還金に係る基準財
政需要額算入額）
資金の不足額
事業の規模

特別会計の名称 平成 21 年度決算 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 ― 20.0
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0
公 立 神 崎 総 合 病 院 事 業 会 計 ― 20.0
土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 ― 20.0

平成 21 年度決算 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率 ― 14.85 20.0
連結実質赤字比率 ― 19.85 40.0
実 質 公 債 費 比 率 22.5 25.00 35.0
将 来 負 担 比 率 170.8 350.00

注）実質赤字比率及び連結実質赤字比率につ
　いては、実質赤字額及び連結実質赤字額が
　ないので「―」と記載しています。 
　　実質公債費比率は、平成 19・20・21 年
　度の 3 カ年平均の比率となります。

注）資金不足が生じていない会計は、「 ― 」
　と記載しています。
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平成 22 年度全国学力・学習状況調査の結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神河町教育委員会　

【全国学力・学習状況調査の概要】
　実施日　平成２２年４月２０日（火）
　対　象　小学６年、中学３年の全児童と生徒
　内　容　国語Ａ、算数・数学Ａ…主として「知識」に関する問題
　　　　　国語Ｂ、算数・数学Ｂ…主として「活用」に関する問題
　　　　　学習状況調査（学校、児童生徒質問紙調査）
　　　　　抽出校を含めて全校実施（川上小学校は対象の児童なし）

【全国、兵庫県の平均正答率をもとにした神河町の状況】

　※県は、小学校国語・算数ＡＢ、中学校国語ＡＢは全国と有意な差は見られない。
　※中学校数学ＡＢは全国を有意に上回っているが、県を含め全国的に「活用Ｂ」に課題があり、記述式問
　　題に正答率の低い問題があると分析している。
　神河町の状況
  ○小学校国語Ａ・Ｂ（知識・活用）ともに、やや下回る。
  ○小学校算数Ａ・Ｂ（知識・活用）ともに、やや上回る。
  ○中学校国語Ａ・Ｂ（知識・活用）ともに、上回る。
  ○中学校数学Ａ・Ｂ（知識・活用）ともに、上回る。
　※　小学校国語では、作品を読むことや自分の考えをまとめたり、条件を満たし、理由を明確にして説明
　　することなどに課題がある。
　　　算数では、混合計算、割合の意味、グラフの読み取り、平面図形の理解、根拠を明らかにし、論理的
　　に説明することなどに課題がある。
　※　中学校国語では、主述関係、語句の理解、様々な文章の表現や特徴、作者の意図などを読み取り、書
　　いたり、まとめたりすることに課題がある。
　　　数学では、一次方程式の理解、空間図形の直線や計量、円柱の体積、図形の証明、一次関数の変化、
　　グラフの読み、数量関係の文字式などに課題がある。

【児童生徒質問紙調査の状況】

小６国語
知識Ａ 全国　83.8 兵庫　83.5
活用Ｂ 全国　77.8 兵庫　77.9

小６算数
知識Ａ 全国　74.2 兵庫　73.8
活用Ｂ 全国　49.3 兵庫　48.7

中 3 国語
知識Ａ 全国　75.1 兵庫　74.8
活用Ｂ 全国　65.3 兵庫　64.7

中 3 数学
知識Ａ 全国　64.6 兵庫　67.0
活用Ｂ 全国　43.3 兵庫　44.7

質問紙・主な項目

比　較 平成 21 年度 平成 22 年度
全　国 小学校 6 年生

（％）
中学校 3 年生

（％）
小学校 6 年生

（％）
中学校 3 年生

（％）兵　庫
神　河

将来の夢や目標を持っていますか

当てはまる

全　国 70.7 43.7 70.2 44.3
兵　庫 70.9 44.2 71.7 45.1
神　河 83.5 53.2 89.7 62.3

家で学校の授業の予習をしていますか

している・どちらかといえばしている

全　国 37.5 29.5 37.5 30.9
兵　庫 35.2 27.8 35.2 28.5
神　河 41.7 14.2 66.7 31.2

家で学校の授業の復習をしていますか

している・どちらかといえばしている

全　国 46.0 40.5 49.6 43.5
兵　庫 40.2 34.4 43.0 38.3
神　河 51.1 41.2 59.0 50.7

学校の授業などで自分の考えを他の人に説明し
たり、文章に書いたりするのは難しいと思う
難しいと思う・どちらかといえば難しいと思う

全　国 64.4 74.5 65.4 75.1
兵　庫 65.4 76.3 67.0 77.4
神　河 61.2 72.3 71.8 80.6

学校の授業時間以外に、普段（月～金）1 日当
たりどれぐらいの時間勉強しますか

1 時間以上

全　国 57.2 65.3 58.2 66.2
兵　庫 61.6 66.4 60.8 66.9
神　河 51.1 66.0 53.9 72.8

【課題と取り組み】
・学習指導要領の領域別の課題、正答率の低い問題について共通理解を図り、教材の工夫、反復練習、家

庭学習に取り組む。
・家庭学習の取り組みでは、家庭との連携を図り、具体的な学習方法を教えたり、調べたり、文章を書い

たりする宿題の工夫に努める。
・国語、算数・数学に限らず、あらゆる教科や場で自分の考えをまとめたり、筋道を立てて説明したりで

きる学習過程や学習活動の工夫に努める。
・毎時の学習への振り返り（評価）を大切に、計画的・継続的に学習を進める。



かみかわ　No.607 

と　き　11 月 28 日（日）　午前９時～ 12 時
ところ　神崎体育センター
対　象　兵庫県に在住・在勤であれば可
参加費　１チーム 500 円
その他　体育館シューズと運動のできる服装で参加を。
申込み・問い合わせ　教育課　☎ 34 － 0212

ロープジャンプＸとは？
　簡単に言うと『大縄跳び』です。跳んだ人数
×跳んだ回数でポイントを競い合う競技です。
　５人で 150 回跳ぶと 750 ポイント。10 人で
100 回跳ぶと 1000 ポイントでポイントが高いほ
どランクが上になります。ロープの長さは 10 ｍ、
挑戦できる回数は１チーム３回です。
　ちなみに日本記録 9912 ポイントに８人で挑戦
すると、1239 回跳べば新記録樹立です！！

11 月は『子ども・若者育成支援強調月間』です
人権・青少年健全育成合同大会－兼神崎郡青少年補導委員研修会－

第２回神河ロープジャンプＸ大会
　教育委員会では、ファミリースポーツデーイベントの最後として、チャレンジ
デーの公式競技でもあるロープジャンプＸ大会を開催します。
　ご家族、職場、仲良しグループで３人からチームとして参加できます。神河町
の記録 770 ポイント（昨年の第１回大会「神崎レッドウイングスＢ」樹立）を抜
いて神河町の新記録樹立にチャレンジしてみませんか。

と　き　12 月４日（土）　午前９時～ 11 時 30 分
ところ　中央公民館グリンデルホール
内　容　第１部（午前９時～ 10 時 40 分）
　　　　　・表　彰（人権ポスター・標語入選者・青少年健全育成功労者）
　　　　　・子どもたちの主張
　　　　　　（越知谷小・南小田小・神崎中・大河内中・神崎高校）５名
　　　　第２部（午前 10 時 45 分～ 11 時 30 分）
　　　　　・講演　円尾智彦氏
　　　　　　　バンクーバーパラリンピックアイスレッジホッケー日本代表　銀メダリスト　市川高校ＯＢ

《講師プロフィール》
　市川高校25回卒業生。高校在学中は体操部として活躍し、大学に進学して更なる活躍を期待されたが、
18 歳の時不慮の事故に遭遇し、左足を失う人生を歩むことになった。
　持ち前の粘り強さと不断の努力で自らを奮起させ、車イスバスケット選手を経てアイスレッジホッ
ケーに転向、今回のバンクーバーパラリンピック日本代表選手の一員として選抜され、銀メダル獲得
に大きく貢献した。

○昨年と同様、青少年健全育成大会と人権のつどいを合同で開催します。
○子どもたちの主張あり、講演あり、お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

参加
者

募 集
！
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　今年は、ドングリ類の凶作などのエサ不足から、ツキノワグマ、イノシシ、サルなど野生動物の人里への
出没が増えています。
　町内においても８月末に大山小学校西の播但連絡道路で約 40㎏のツキノワグマが自動車にはねられ、死
亡しました。また、各地域でもツキノワグマの目撃や養殖ミツバチの箱が壊された情報が寄せられています。
　野生動物の人里への出没は、野生動物を引きつけている餌となるものを除去したり、隠したりすることで、
未然に防ぐことができます。各自が対策することにより、野生動物による被害の防止にご協力をお願いします。

《ツキノワグマに対する対策》

　秋から冬眠までは、餌を求めて人里への出没が多い時期です。今年は、特にツキノワグマのエサとなるド
ンクリ類が凶作で、１月中旬の冬眠まで警戒が必要です。

出没情報がある地域にお住まいの方は、

●山などに入る時には、鈴やラジオなど音が出る物を携行して、こちらからクマに居場所を知らせ、出会い
　頭の事故を避けるよう心がけてください。
●集落内のカキの実は、クマを誘引します。早く収穫するか、不要な場合はできる限り処分してください。

〔クマの特徴〕
　☆目は、あまりよくない。
　☆鼻は、犬のように敏感。
　☆耳は、非常によい。
　☆雑食性である。
　☆鋭い爪で、木にも登れる。
　☆早朝・夕方によく人里に出没

こんな時に人身事故に遭います

　県内では、過去１０年間に７回の人身事故が起こっていましたが、今年は、すでに２回の人身事故が発生
しています。通常は人を避けて生活する動物ですが、急に鉢合わせすると、クマは人に一撃を加えてから逃
げるという性質があります。大きな牙と爪を持っており、その一撃により人が死亡するケースもあります。

①クマは日の出、日の入りの時間帯に採食が活発になり、夜間は行動が大胆になります。
②クマは食料を見つけるとそれに執着し、近づく者に対して威嚇攻撃をしたりします。
③クマは音や臭いで、人の接近に気づき、通常は逃げますが、雨の日や川沿いで音やにおいが、かき消され
　る状態で人が近づくと驚いて攻撃することがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　地域振興課　農林業係　☎３４－０９６０

ツキノワグマによる被害にあわないために
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第５回

賞 日本画の部 洋画の部 書の部 写真の部 彫塑工芸の部
神 河 町 長 賞 藤原　忠子 神河町 谷口　洋子 姫路市 赤木　祐子 姫路市 谷　　和代 姫路市 長尾　　大 姫路市

神 河 町 議 会 議 長 賞 永田　寿子 加西市 松尾　正志 加西市 植川ゆかり 朝来市 豊福　正樹 姫路市 白石　長之 姫路市

神 河 町 教 育 委 員 会 賞 棚原　啓子 姫路市 土師　昭子 姫路市 山中真由美 姫路市 丸塚　　巖 たつの市 山本　貞弘 姫路市

神 崎 郡 美 術 協 会 長 賞 笹沼千寿代 姫路市 松本ます子 福崎町 屋祢　清美 福崎町 見田　光廣 加西市 髙﨑富美子 姫路市

神 河 町 文 化 協 会 長 賞 松岡弥寿子 姫路市 瀬尾　純子 姫路市 藤本　照子 福崎町 有本　育代 姫路市 横田　義允 神河町

兵庫西農業協同組合長賞 水谷久美子 姫路市 平位　紘一 朝来市 藤本　晴代 豊岡市 三枝　七郎 姫路市 藤本　千鶴 多可町

神 河 町 商 工 会 長 賞 立垣　直子 神河町 白井　　匡 姫路市 清水　公子 姫路市 田中　淳子 加東市 天野　　豊 姫路市

大河内・神崎町森林組合  組合長賞 岡本　　林 市川町 矢野　智子 姫路市 笹野　恵子 朝来市 藤澤　昌信 市川町 鈴木みゆき 福崎町

奨 励 賞
廣納　　茂 神河町 峯野　隆司 姫路市 藤本　映子 福崎町 神月　祥江 西脇市 平石　勝之 姫路市

正城　信義 神河町 井上　　晃 朝来市 上野　綾子 神河町 西林　英幸 姫路市

足立　知一 神河町 笹倉　亀雄 多可町

藤澤　雅代 市川町

　９月 10 日（金）～ 12 日（日）までの３日間、神崎公民館・神崎体育センターで、ハートがふれあう住民
自治の町『神河町』として第５回美術展が開催されました。合併前を通算しますと 25 回になります。
　日本画、洋画、書、写真、彫塑工芸の５部門合わせて 155 点の作品が町内ほか県下各地より出展され、レ
ベルの高い盛大な美術展となりました。
各部門の受賞者及び招待・委嘱作家は次の通りです。（敬称略）

招 待 作 家
中野　敏江 姫路市 日和佐治雄 姫路市 足立　昭子 神河町 岡本　正史 市川町 赤松　省吾 神河町

三宅　美里 姫路市 橋本　正義 神河町 教山久仁子 神河町

委 嘱 作 家

岸田　成美 神河町 田路　勝俊 姫路市 安部　康子 神河町

髙浜　安子 姫路市 新宮　善一 宍粟市

東道　弘美 姫路市 藤本　陽子 福崎町

藤原　信子 姫路市 竹西　教子 神河町

米田　三枝 姫路市

審 査 員 青田　賢蔵 姫路市 瀧本　周造 姫路市 岡　　青雲 姫路市 中島登代子 神戸市 長谷川　肇 高砂市

神河町美術展

＊委嘱作家は、神河町美術展（神崎町美術展を含む）で２回町長賞を受賞した方・審査員、運営委員会の推薦者です。
　招待作家は、公民館教室の指導者です。

【日本画】神河町長賞
『臼杵追想』藤原　忠子

【日本画】町商工会長賞
『遊　泳』立垣　直子

【日本画】奨励賞
『寒椿』正城　信義

【洋画】奨励賞
『宴』足立　知一

【書】奨励賞
『般若心経』上野　綾子

【彫塑工芸】町文化協会長賞
『衝　立』横田　義充

【日本画】奨励賞
『夕　顔』廣納　茂
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平
成
23
年
度
保
育
所︵
園
︶

　
　

入
所
の
ご
案
内

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
保
育
所
に

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
の
入
所
申

込
み
を
11
月
１
日
（
月
）
か
ら
受

付
ま
す
。
年
度
途
中
か
ら
の
入
所

を
希
望
さ
れ
る
方
も
受
付
ま
す
の

で
、
産
休
・
育
休
満
了
後
の
入
所

等
入
所
時
期
が
分
か
る
方
は
必
ず

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
入
所
さ
れ
て
い

る
児
童
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
再
度
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
対
象
者　

０
歳
〜
５
歳
児
（
月
齢

　

に
つ
い
て
は
、
各
保
育
所
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す
。）

入
所
基
準　

両
親
が
家
庭
外（
内
）

　

労
働
、
母
親
の
出
産
、
病
人
の

　

介
護
、
家
庭
の
災
害
等
に
よ
り

　

児
童
を
家
庭
で
保
育
が
で
き
な

　

い
方
。

必
要
書
類

・
入
所
申
込
書
（
裏
面
に
就
労
状

　

況
証
明
・
母
子
手
帳
の
写
し
等
）

・
源
泉
徴
収
票
（
１
月
末
ま
で
に
）

　

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し

（
３
月
15
日
ま
で
に
）

提
出
先　

住
民
生
活
課
、
神
崎
支

　

庁
舎
（
地
域
局
）

　
（
申
込
用
紙
は
、
住
民
生
活
課
、

　

神
崎
支
庁
舎
、各
保
育
所
（
園
）

　

に
あ
り
ま
す
。）

締
め
切
り　

11
月
30
日
（
火
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
締

め
切
り
後
も
随
時
受
付
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

平
成
23
年
度
幼
稚
園

　
　

入
園
の
ご
案
内

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
幼
稚
園
に

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
入
園
願

書
を
受
付
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

11
月
上
旬
に
入
園
案
内
を
郵
送
し

ま
す
。

　

現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
園
児
に

つ
い
て
は
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

対
象
者　

町
内
に
在
住
す
る
幼
児

　

で
、

・
５
歳
児
（
年
長
）　

平
成
17
年

４
月
２
日
〜
平
成
18
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

・
４
歳
児
（
年
少
）　

平
成
18
年

４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

必
要
書
類

・
入
園
願
書
（
入
園
案
内
が
届
か

　

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。）

提
出
先　

各
幼
稚
園
、
教
育
課
、

　

神
崎
支
庁
舎
（
地
域
局
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

　
　

新
し
い
国
民
健
康
保
険

　
　

被
保
険
者
証
を
郵
送
し

ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
時
期
は
毎
年
12
月
１
日
で

す
。
昨
年
同
様
に
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
う
す
紫
色
）
を
ご

自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
普
通

郵
便
で
世
帯
ご
と
に
封
筒
に
入
れ

て
11
月
下
旬
送
付
の
予
定
で
す
。

古
い
被
保
険
者
証
は
、
役
場
に
返

却
い
た
だ
く
か
、も
し
く
は
氏
名
、

住
所
等
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し

て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
証
の
記
載
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に

は
早
急
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

今
後
は
、
被
保
険
者
証
の
再
交

付
な
ど
に
つ
い
て
も
、
窓
口
で
来

ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
が
で
き
な

い
場
合
や
第
三
者
が
手
続
き
に
来

ら
れ
た
場
合
に
は
、
原
則
郵
送
に

よ
り
交
付
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
方
が
加
入

し
て
お
ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証
の
更
新
は
７
月
で
更
新

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

度
の
更
新
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
機
の　

　
　

譲
渡
に
つ
い
て

～
神
崎
エ
リ
ア
の
皆
さ
ま
へ
～

　

神
崎
エ
リ
ア
の
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
整
備
事
業
の
中
で
電
話
機
を
１

セ
ッ
ト
ず
つ
貸
与
し
、
故
障
な
ど

が
発
生
し
た
際
、
必
要
に
応
じ
て

部
品
の
交
換
や
修
理
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
部
品
の

保
存
期
間
の
約
10
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
部
品
の
調

達
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
開
局
し
た
大
河
内

エ
リ
ア
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
機
と
兼
用
で
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
電
話
が
利
用
で
き
る
と
い
う
理

由
な
ど
か
ら
電
話
機
の
貸
与
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
神
崎
エ
リ
ア
の
利
用

者
に
つ
い
て
も
、
本
年
11
月
１
日

か
ら
電
話
機
の
貸
与
を
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
貸
与
し
て
い
た
電

話
機
に
つ
い
て
は
譲
渡
し
ま
す
の

で
、そ
の
ま
ま
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
電
話
機
が
故
障
し
た
場

合
、
部
品
の
交
換
や
修
理
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
が
、
取
扱
い
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
お
受
け
し
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ  

情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
７
５
２

　
　

11
月
21
日
は
日
曜
証
明

　
　

窓
口
を
中
止
し
ま
す

　

神
崎
支
庁
舎
で
実
施
し
て
い
る

日
曜
証
明
窓
口
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
の
た
め
、
11
月
21
日
は
お
休

み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
戸
籍
の
届
出
（
婚
姻
・

出
生
・
死
亡
等
）
や
税
金
等
の
納

付
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど
お
り
受

付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
局

　
　
　
　

☎
３
２
―
１
２
２
２

　
　

法
定
外
公
共
物
の
用
途

　
　

廃
止
・
売
払
い
に
つ
い
て

　

道
路
や
河
川
な
ど
の
う
ち
、
道

路
法
や
河
川
法
と
い
っ
た
法
律
の

適
用
を
受
け
な
い
里
道
や
水
路
な

ど
の
土
地
を
「
法
定
外
公
共
物

（
ほ
う
て
い
が
い
こ
う
き
ょ
う
ぶ
つ
）」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
法
定
外
公
共

物
の
な
か
に
は
、
左
図
の
よ
う
に

宅
地
や
田
畑
の
一
部
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
法
定
外
公
共
物
に

つ
い
て
は
、
そ
の
用
途
を
廃
止
の

う
え
、
売
払
い
の
申
請
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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す
で
に
住
居
用
地
な
ど
で
使
用

さ
れ
て
い
る
場
合
や
新
た
に
土
地

取
得
な
ど
で
売
払
い
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
地
籍
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
用
途
廃
止
に

と
も
な
う
境
界
確
定
・
測
量
・
登

記
費
用
は
、
申
請
者
ご
自
身
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
籍
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
５

　
　

障
害
の
あ
る
方
へ
の

　
　

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す

就
学
お
よ
び
職
業
訓
練
等
助
成
金

　

特
別
支
援
学
校
に
通
学
さ
れ
て

い
る
方
、
町
外
の
福
祉
作
業
所
に

通
所
さ
れ
て
い
る
方
に
交
通
費
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者

①
特
別
支
援
学
校
通
学
者
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま
た

は
療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者

②
町
外
の
福
祉
作
業
所
通
所
者

※
神
河
町
に
住
所
が
あ
り
、
①
か

②
に
該
当
し
、
１
ヵ
月
の
う
ち

10
日
以
上
実
費
を
伴
う
方
法
で

通
学
・
通
所
さ
れ
て
い
る
方

助
成
額　

５
，
０
０
０
円
／
月

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　

11
月
９
日
～
15
日

﹁
消
し
た
か
な
﹂

　

あ
な
た
を
守
る
合
言
葉 

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

か
ら
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
を
一

瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
う
と

と
も
に
、
生
命
さ
え
も
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
細
心
の

注
意
を
払
い
、
お
出
か
け
前
や
就

寝
時
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
の

安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
私

た
ち
の
町
か
ら
火
災
を
だ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︽
３
つ
の
習
慣
︾

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

︽
４
つ
の
対
策
︾

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

　

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

　

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

町
内
で
は
こ
の
期
間
中
、
消
防

団
を
中
心
に
防
火
パ
レ
ー
ド
、
家

庭
及
び
小
規
模
事
業
所
の
火
災
予

防
点
検
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　

設
置
期
限
迫
る

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
死
者
の
半
数

以
上
が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
に
至
っ
た
６
割
は
逃
げ

遅
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
被
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
平
成
18
年
６
月
１
日
か

ら
新
築
住
宅
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
法
令
で
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
住
宅
に

つ
い
て
も
、
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
の
設
置
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

住
宅
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
２

普
通
救
命
講
習
会
の
お
知
ら
せ

と　

き　

11
月
20
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

姫
路
市
中
播
消
防
署

内　

容　

心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

を
含
む
）
及
び
応
急
手
当

定　

員　

20
名
（
定
員
に
な
り
次

　

第
、
締
切
り
）

受
講
料　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

姫
路
市
消
防
局
消
防
課

　

☎
（
０
７
９
）
２
２
３
―
９
５
５
７

　
　

近
畿
圏
交
通
実
態
調
査

　
　

に
ご
協
力
を

　

京
阪
神
都
市
圏
交
通
計
画
協
議

会
で
は
、
近
畿
２
府
４
県
に
お
住

ま
い
の
方
を
対
象
に
10
月
か
ら
11

月
に
か
け
、
近
畿
圏
交
通
実
態
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
調
査
票
が
届
い
た
場

合
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
・
返
送

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
１
８
５

　
　

社
会
保
険
料
︵
国
民
年

　
　

金
保
険
料
︶
控
除
証
明

書
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・

確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
平
成
22
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま

た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
来
年
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご

本
人
の
社
会
保
険
料
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添

付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご

照
会
は
、
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
（
０
５
７
０
）
０
７
０
―

１
１
７
（
平
成
23
年
３
月
15
日
ま

で
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら情報センター（☎ 32 － 2752）
までお知らせください。

兵庫土建神崎分会がボランティアで学生に技術指導 ◇◇

レジ袋削減についての協定を結びました ◇◇

　９月 23 日から 26 日の４日間、日本工科専門学校から 9 名、他
校から 15 名の学生を受け入れ、神崎木造インターンシップとし
て日本古来の伝統工法の技術指導を行いました。
　この事業は、兵庫土建神崎分会（分会長　前川光義さん・組合
員 118 名）が産官学連携による地域交流、活性化の促進と若年層
の技術者育成を目的に 5 年間実施されており、これまでも新田区
大歳神社のお稲荷さんの社の改修、岩屋区のバス停待合所づくり
等を実施してきました。
　６回目となる今年は、越知区のバス停待合所づくりと 2006 年
度の作品の補修を通して、神崎分会の職人が道具の使い方や木材
の加工方法など、教室では学ぶことのできない匠の技を伝授しま
した。
　今年は、兵庫県西部瓦組合のご協力により瓦葺き実習も行い、
周辺の方々の憩いの場となるような立派なバス停待合所ができあ
がりました。
　神崎分会では、これまでにも各学校や公共物の奉仕活動に携わ
り、関係者に大変喜ばれています。今後もますますのご活躍を期
待しています。

行政相談委員　前田政一さんが
　　総務大臣表彰を受賞されました ◇◇

　先月号でもお知らせしましたが、地球環境にやさしい行動
として身近なところから始められるレジ袋の削減運動につい
て、昨年より町・消費者の会・婦人会及び町内スーパー等事
業者で協議を続けてきました。
　その具体的な取り組みとして、9 月 29 日、「レジ袋の削減
に向けた取り組みに関する協定」の締結を行い、町内スーパー
の一部でレジ袋の無料配布が中止となります。
　実施は、12 月１日からでエーコープ近畿粟賀店、生鮮パ
ワー神崎店、マックスバリュ神河店の３店舗、レジ袋を希望
される場合は１枚５円での販売となります。
　ＣＯ２の削減、ゴミの減量化、地球環境を守るため、町内
町外問わず買い物に行かれる場合はマイバッグを持参し、レ
ジ袋の削減に努めていただきますようお願いします。

　前田さん（山田区）は、平成 11 年７月から現在（11 月１日現在）
まで、11 年４ヵ月もの永きにわたり行政相談委員として活動して
いただいています。
　このたびの総務大臣表彰は、「永年、行政相談委員としての業績
が特に顕著であり、他の模範とするに足りると認められる者」に対
し、総務大臣が表彰を行うものです。全国約 5000 名、兵庫県下で
は 165 名の行政相談委員が委嘱されていますが、今年度県下では前
田さんを含め４名の方が受賞されました。
　前田さんは、行政相談委員のほか、社会教育委員、老人クラブ会
長なども務められており、引き続きのご活躍とご指導 ･ ご鞭撻をよ
ろしくお願いします。
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スポーツ協会の WA　№ 6
問い合わせ
　教育課社会教育係
　☎ 34－ 0212

　６月号から、町体育協会に所属する協会の活動内容などを「スポーツ協会のＷＡ」と題して紹介して
います。今回は６回目です。今月は「陸上競技協会」を紹介します。

◆　陸上競技協会の活動　◆
定期活動：と　き　毎月第１土曜日の午前中（午前 10 時～ 11 時）
　　　　　ところ　はにおか運動公園
　＊雨天時を除いてほぼ上記の時間は活動しています。人数はとても少ないですが、各自、自由に走っ
　　たり共に走ったりと、気軽に参加できます。
今年度の事業：町陸上競技記録会　９月４日（土）於：大河内中学校
　　今年度は小学生・中学生・一般併せて 107 名の参加があり、各自の記録に挑戦しました。この記録
　会は平成 11 年から開催し、今年度で 12 回目となります。
　　第１回の記録が超えられず記録保持者として現在も当初の方の名前が残っている競技もあります。
　そんな中、今年度は新記録者として６名の方が表彰されました。
参加チーム募集！！：ハーフマラソンたすきリレー　１２月１１日（土）　於：役場本庁舎
　　今年で 13 回目となるハーフマラソンたすきリレーは、21km を 10 人以内のメンバーで役場庁舎周

りを 47 周し、タスキにより走りつないでいきます。ハンディを上手く利用するチームや俊足揃いの
チームなど毎年多数のチームが参加しています。

　　恒例のくじによる参加賞や入賞賞品などお楽しみもいっぱいあります。参加チームを募集しています。
　＊陸上競技協会ではこれらの事業のお手伝いいただける方を探しています。ぜひご連絡ください。
問い合わせ　陸上競技協会事務局　吉岡　恵美　（夜間のみ☎ 34 － 0371）

と　き　11 月７日（日）小雨決行
　　　　　寺前駅に午前 10 時集合、
　　　　　午後４時 30 分解散
コース　砥峰高原～暁晴山～峰山高原（約６ｋｍ）
参加費　1,000 円（昼食、飲み物は各自持参）
申込み　必要（観光協会まで）
募集人数　40 名（先着順）

と　き　11 月 21 日（日）
　　　　　寺前駅に午前 9 時 10 分集合、午後４時 30 分解散
コース　千ヶ峰南山名水～やまびこ学園～不動の滝～
　　　　　　　　　　　　　　　新田ふるさと村（約 10 ｋｍ）
参加費　2,000 円（バス代、弁当代、保険料込み）
申込み　必要（観光協会まで）
募集人数　20 名（先着順、定員になり次第締め切り）

会議室、多目的ホールとも　町内１時間 250 円
※冷暖房費別
☆朝市（第 2・4 日曜日）、フリーマーケット（第
　3 日曜日）の出店者も募集しています。

★ふれあいハイキング★ ★カーミンの観光案内所
会議室・多目的ホール利用者募集！！★

★味覚の秋満喫＆越知川名水街道ウォーキングと不動の滝めぐり★
カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前 9：00 ～午後 5：00
水 曜 日 定 休 日・ 電 話 34 － 1001

町陸上記録会の様子 昨年のハーフマラソンたすきリレーの様子

神河町観光協会
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保
健
・
福
祉

行　事　名 対　象　者 受　付　時　間 実　　施　　日
と　　こ　　ろ 次回の予定 その他

3 カ 月 児 健 診
（及び BCG 予防接種） 生後 3・４ヵ月児 13：00 ～ 13：30

12 月 17 日㈮
H22.7.23 ～　
9.17 生まれ

＊個別に案内
　します

も ぐ も ぐ 教 室
（ 離 乳 食 教 室 ）

生後２・３ヵ月児
H22.7.23 ～

　　9.17 生まれ
13：30 ～ 14：00 11 月 25 日 ( 木 )

神崎支庁舎

H23 年
1 月 27 日㈭
H22.9.18 ～ 11.25 生まれ

＊個別に案内
　します

す く す く 相 談
（ 乳 幼 児 相 談 ）

７ヵ月児・１歳児
H22.3 月及び

　　H21.10 月生まれ
13：30 ～ 14：30 11 月 2 日 ( 火 )

神崎支庁舎

12 月 3 日㈮
H21.11 月及び
H22.4 月生まれ

相談希望の方はご自
由にご参加ください

2 歳 児 相 談
（むし歯予防教室） ２歳１・２ヵ月児 13：30 ～ 14：30

H23 年
1 月 18 日㈫
H20.10 ～ 12 月生まれ

＊個別に案内
　します

1 歳 6 カ月児健診 １歳６・７・８ヵ月児
H21.3 ～ 5 月生まれ 13：00 ～ 13：30 11 月 24 日 ( 水 )

神崎支庁舎

H23 年
2 月 23 日㈬
H21.6 ～ 8 月生まれ

＊個別に案内
　します

3 歳 児 健 診 ３歳２・３・４ヵ月児 13：00 ～ 13：30
H23 年
1 月 26 日㈬
H19.9 ～ 11 月生まれ

＊個別に案内
　します

4 歳 児 相 談 ４歳児 13：30 ～ 14：30
12 月 22 日㈬
H18.10 ～

12 月生まれ

＊個別に案内
　します

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 一般住民  9：00 ～ 12：00 11 月 2 日 ( 火 )

神崎支庁舎
12 月 7 日㈫ 相談希望の方はご自

由に参加ください

●　11 月 の 保 健 行 事　 ●

　ケアステーションでは、11 月 13 日（土）に地域
公開講座を開催します。
　今回は、『発達障害の方の見方・感じ方を知り、
必要な支援を考える　～当事者として母として思う
こと～』と題し、講師にはご自身がＡＤＨＤ、アス
ペルガー症候群などの発達障害をあわせ持ち、また
高機能自閉症やＡＤＨＤなど発達障害のある子ども
の子育て中でもある笹森理絵さんをお招きします。
　笹森さんは当事者であり母親であるという立場と
その視点を活かし、保護者など親の会、一般の方々、
教育、福祉、医療、行政などの専門職・援助職の方
々に向けて、各地で講演会や研修会等での啓発活動
を行っておられます。これまでに、ＮＨＫ教育テレ

ビ「ハートをつなごう」で取り上げられた経験もお
持ちです。
　周囲の人には分かりづらい障害である発達障害で
すが、当事者の方がどのような感じ方や見方をされ
ているのかを知る機会として今回の講演会はとても
貴重と言えます。
　また、発達障害のある子どもを育てる母の立場か
らのお話を聞くことは、支援の必要な子どもの子育
て中のお母さん、お父さんの参考になるのではない
かと思います。そして私たち支援者が、子育てに必
要な支援は何かを考える機会にもなると思います。
　保護者の方や支援者の方はもちろん、地域の皆さ
んが、発達障害のある方への理解を深める機会とし
て、多くの方のご参加をお待ちしています！！

と　き　11 月 13 日（土）午後２時～４時
ところ　ケアステーションかんざき　２階研修室
参加費　無料
その他　託児あり（事前にご連絡ください）

ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

予　

防　

接　

種

予 防 接 種 名 対　　象　　者 と　　　　　　き と　　こ　　ろ その他
ＭＲ１期

（麻しん、風しん）
Ｈ 21.11.1 ～
Ｈ 21.11.30 生まれ

満１歳の誕生日以降
( 実施曜日・時間は、各医療機関にご確認ください。）

（個別接種）
町内の医療機関

（山本医院・立岩医院・
公立神崎総合病院）

個
別
に
案
内
し
ま
す

三種混合（ジフテリア、
百日ぜき、破傷風）

Ｈ 22.5.1 ～
Ｈ 22.5.31 生まれ

生後５カ月を経過以降
( 実施曜日・時間は、各医療機関にご確認ください。）

ポリオ
（急性灰白髄炎）

２回目 Ｈ 21.8.1 ～Ｈ 22.1.31 生まれ 11 月 10 日㈬ 13：00 ～ 14：00 （集団接種）
神崎支庁舎

1 回目 Ｈ 22.2.1 ～Ｈ 22.7.31 生まれ
11 月 17 日㈬ 13：00 ～ 14：00

12 月 1 日㈬ 13：00 ～ 14：00 （集団接種）
大河内保健福祉センター２回目 Ｈ 21.8.1 ～Ｈ 22.1.31 生まれ 12 月 8 日㈬ 13：00 ～ 14：00

『発達障害の方の見方・感じ方を知り、必要な支援を考える』

～地域公開講座のお知らせ～
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①　米は洗って分量の水、酒、昆布を入れて普通に炊く。
②　青菜はゆでて水気を絞り、小さく切る。
　　（水につけないように！）
③　いりごまは、少しあたためる。
④　ちりめんじゃこは、さっと水で洗う。
⑤　炊き上がったご飯に、塩をまぶした青菜とごま、
　　ちりめんじゃこを混ぜる。
　　　　　　　　　　　　　（いずみ会栄養講座レシピより）

～大根葉でおいしいご飯のできあがり！～

（主菜）青菜ごはん　（4 人分）

・米	 ２合
・酒　	 小さじ１
・だし昆布	 ５cm角
・青菜（大根葉）　	 100 ｇ
　塩　	 小さじ１／２
・いりごま（黒）　	 10 ｇ
・ちりめんじゃこ　	 15 ｇ
※青菜は、大根葉、小松菜、水菜など

ごはん 150g の栄養価
エネルギー　252kcal
たんぱく質　　7.2g
塩　　　分　　0.48g

おすすめ！　効果のでる野菜の食べ方
☆カルシウムを多く含む青菜と小魚・ごまを混ぜ込んで、
　カルシウムアップの主食です。
　この時期に是非お試しください。

こんにちは！！　健康福祉課です

保
健
・
福
祉

　今年度の町ぐるみ健診を受診できなかった方を対象に日曜健診を実施します。今年度最後の町ぐるみ健診
ですので、忘れずに受診しましょう。

と　き　11 月 21 日（日）午前８時 30 分～ 11 時
ところ　神河町神崎支庁舎

健診会場に持っていくもの
　・健康保険証 《全員》
　・総合健診受診票 《全員》
　・特定健康診査受診券 《必要な方のみ》

※　総合健診受診票、尿や便の容器は、お手持ちのものをご利用ください。紛失等の場合は、健康福祉課ま
　でご連絡ください。
※　日曜健診は対象地区や受診時間を指定していません。混雑することも予想されますが、ご了承ください。
※　総合健診受診票と同封の受診に際しての注意事項等をよく読んで受診してください。不明な点は、健康
　福祉課までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　健康福祉課　☎ 32 － 2421

日　曜　健　診
　　　（今年度最後の町ぐるみ健診）を実施します

《既に町ぐるみ健診にお申し込みで総合健診受診票をお持ちの方が対象》
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中央公民館 神崎公民館
あ や め 学 級

月　日 時　間 内　　　　　容

11 月 11 日㈭

10：20 ～
　11：50

教養講座⑦
　「健康な生活」
中播磨健康福祉事務所長　梅谷健彦先生

13：00 ～
　15：00

趣味講座⑥
（俳句・短歌・色鉛筆画・民謡・
園芸・グラウンドゴルフ）

あじさい学級

月　日 時　間 内　　　　　容

11 月 25 日㈭

9：45 ～
　11：45

趣味講座⑥
（書道・民謡踊り・茶道・華道・
歌謡・若返り・野の花・園芸）

13：00 ～
　14：30

教養講座⑦
「次世代に伝えるべきもの」

夢前夢工房代表取締役　衣笠愛之先生

公 民 館 教 室 会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級）
　成人対象　 11 月 5 日㈮　⑫ 10：00 ～

こどもチャレンジ教室
こども対象 11 月  6 日㈯　⑥ 9：30 ～

11
月
の
ロ
ビ
ー
展

中央公民館
　廣納忠良写真展「艶」

神崎公民館
　藤後フジ子洋画展

公 民 館 教 室 会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室（初級）
　成人対象　

11 月  2 日㈫　⑨
19：30 ～

11 月 16 日㈫　⑩
楽しいお菓子作り教室
　こども対象　 11 月  6 日㈯　⑤ 9：00 ～

ドライフラワー教室
成人対象 11 月 27 日㈯　② 13：30 ～

成人ゼミナール 神崎公民館
月　日 時　間 内　　　　　容

11 月 20 日㈯
⑦

13：30 ～
　15：00

「音楽で心も体もリフレッシュ」
音楽療法士　長田裕恵先生

～ ふ れ あ い の 祭 典 ～　 全 国 和 太 鼓 フ ェ ス テ イ バ ル in 兵 庫

日本の伝統文化である和太鼓の力強い音色と、勇壮な撥さばきをお楽しみください！

日　時　11 月 14 日（日）　開場 12：30　開演 13：00
場　所　神河町中央公民館　グリンデルホール
※入場料無料

出演団体　神河町内団体
　　　　　・おおかわち太鼓
　　　　　・たいこキッズ　鼓虎
　　　　　・かんざき太鼓「桜鼓衆」
　　　　　・Team.TAKU ＆ RYO
　　　　　・砥峰太鼓（川上小学校）
　　　　　・やまびこ太鼓（神河やまびこ学園）

兵庫県太鼓連盟選抜団体
　・伊丹太鼓（伊丹市）
　・神戸太鼓ちびっ子連（神戸市）
　・北摂太鼓（三田市）
　・豊岡こうのとり太鼓（豊岡市）
　・播州新宮越部太鼓（たつの市）
　・別所ともえ太鼓会（三木市）

主　　　催　全国和太鼓フェスティバル in 兵庫神河町実行委員会
　　　　　　兵庫県、㈶兵庫県芸術文化協会、兵庫県太鼓連盟
　　　　　　神河町、神河町教育委員会
後　　　援　神河町文化協会・神河町観光協会
問い合わせ　中央公民館　☎ 34 － 1450
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孤　　舟 渡辺　淳一
 他 14 冊

【神崎公民館】
シューマンの指 奥泉　　光
三千枚の金貨（上・下） 宮本　　輝
小惑星探査機はやぶさの大冒険 山根　一眞
いろあわせ　摺師安次郎人情暦 梶　よう子
種蒔きもせず　花の詩画集 星野　富弘
ひそやかな花園 角田　光代
ヒコベエ 藤原　正彦
 他７冊

新着図書のご案内
【中央公民館】
悪人（上・下） 吉田　修一
池上彰の知らないと恥をかく世界の大問題３７　
　　　　　　　　　　　　　　　　　池上　　彰
冤罪法廷－特捜検察の落日　　　　　魚住　　昭
ロング・グッドバイ　　レーモンド・チャンドラー
 村上春樹　訳
マンチュリアン・リポート 浅田　次郎
往復書簡 湊　かなえ
だいじょうぶ３組 乙武　洋匡
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文　芸　欄

　福岡市内に暮らす保険外交員の石橋佳乃が、携帯サイ
トで知り合った金髪の土木作業員に殺害された。二人が
本当に会いたかった相手は誰だったのか？
　佐賀市内に双子の妹と暮らす馬込光代もまた、何もな
い平凡な生活から逃れるため、出会い系サイトへアクセ
スする。そこで運命の相手と確信できる男に出会えた光
代だったが、彼は殺人を犯していた。彼女は自首しよう
とする男を止め、一緒にいたいと強く願う。光代を駆り
立てるものは何か？　
　その一方で、被害者と加害者に向けられた悪意と戦う
家族たちがいた。誰がいったい悪人なのか？
　事件の果てに明かされる殺意の奥にあるものは？　
　毎日出版文化賞と大佛次郎賞受賞した著者の最高傑
作、待望の文庫化。

　シューマンに憑かれた天才美少年ピアニ
スト、永嶺修人。彼に焦がれる音大受験生
の「私」。
　卒業式の夜、彼らが通う高校で女子生徒
が殺害された。現場に居合わせた修人はそ
の後、指にピアニストとして致命的な怪我
を負い、事件は未解決のまま 30 年の年月
が流れる。
　そんなある日「私」の元に修人が外国で
シューマンを弾いていたという「ありえな
い」噂が伝わる。
　修人の指に、いったいなにが起きたのか。

シューマンの指
　　　著　者　奥泉　光
　　　発行所　講談社

悪　　人
　　　著　者　吉田　修一
　　　発行所　朝日新聞出版

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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学習
センター子

育て子
育て
学習
センター 問い合わせ

子育て学習センター　おひさま　☎ 34 － 0315

対　象 内　　　　　　　　容 日（曜日） 場　　　　所

０歳児 お母さんと赤ちゃんのリフレッシュタイム
学習会（子どもの病気こんなときどうする？）

10 日㈬ きらきら館
24 日㈬

大河内保健福祉センター

１歳児

　　（ジャニー・
　　ばいきんまん）

グループ活動 2 日㈫
クリスマス会準備 16 日㈫

　　（アンパンマン・
　　ワンワン）

グループ活動 9 日㈫
きらきら館

クリスマス準備 30 日㈫

2 歳児

　　（カーミン・ニモ） クリスマス会準備 4 日㈭ 大河内保健福祉センター

　　（しまじろう・
　　メロンパンナちゃん） クリスマス会準備 11 日㈭ きらきら館

合　　　同 みんなで遊ぼう 25 日㈭

大河内保健福祉センター3 歳児
クリスマス会準備 11 日㈭
親子クッキング 18 日㈭

エプロンママ 幼稚園以上の子どもを持つママたちの自主グループ 22 日㈪
自由参加 人形劇公演 12 日㈮ 山田区新生館
自由参加 にこにこタイム 15 日㈪ 大河内保健福祉センター
※グループ活動は途中入会もできます。

【グループ活動】10：00 ～ 11：30

【親子ハッピー体操】
　2 歳児 10：00 ～ 10：55 ／ 3 歳児 11：05 ～ 12：00

すくすく赤ちゃん体操

ところ　大河内保健福祉センターの２階
と　き　10 時～ 16 時（土・日・祝はお休みです。）
※子どもが大好きな玩具・絵本がいっぱいです。子育て相談

　も受け付けています。子育て中の方ならどなたでも参加で

　きますので、お気軽にお越しください。

おひさまルームに遊びにきてね

と　き　11 月 15 日（月）10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども（グループ活動に
　　　　　入られていない方も参加できます）
　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ唄・手遊び・絵本の読み聞かせ等、
　　　　親子遊びをします。11 月～ 12 月生まれ
　　　　のお友だちのお誕生会もあります。
参加費　無　料
持ち物　お　茶

に こ に こ タ イ ム

と　き　11 月 17 日（水）
ところ　きらきら館
　　　　ねんねグループ　10：00 ～ 10：55
　　　　あんよグループ　11：05 ～ 12：00
持ち物　体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭き
　　　　タオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はおひさま（☎ 34 － 0315）まで連絡してください。

と　き　11 月 12 日（金）　11：00 ～ 11：45
ところ　山田区新生館
対　象　子育て中の保護者と子ども。（グループ
　活動に入られていない方も参加できます。）
　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さんと一緒にどうぞ）
内　容　小さい子ども向けの人形劇です
　　　　人形劇団『おやゆび姫』
　①てぶくろ
　②のんびりくまさんとあわてんぼうねこさん
　③エプロンシアター
参加費　無料　　　
持ち物　お茶

人形劇を楽しもう

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

場　　　所 日（曜日） 持　ち　物

長 谷
町 民 体 育 館

5 日（金）
体育館シューズ
　　　　（親子）
お茶
汗ふきタオル

19 日（金）

神 崎
体育センター 26 日（金）
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神
河
町
長
谷

おはなしなあに？
11月 13日（土）10：00～
・季節の本の読み聞かせ

　お琴は、日本の楽器であり、懐かしく心に響く
音色がします。
　初心者から経験者まで一緒に楽しめる会です。
日本の曲はもちろん、ポピュラー、クラシックな
ど様々な曲を練習しています。

活動日　月３回　毎回相談して決めています。
時　間　３時間程度
場　所　神崎公民館　１階和室
指導者　菊佳扇　美保

サークル紹介（神崎公民館）

お琴を楽しむ会

問い合わせ　神崎公民館　☎ 32－ 1681

きらきら館だより

閉館時間　9：00～17：00
休 館 日 　月曜日

神
河
町
の
文
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財
を
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56
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ま
た
、長
谷
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江
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時
代
ま
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流
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ま
す
。

　裏山に捨てられていた小さな苗木を拾ってき
たのび太。「植物自動化液」で動けるようにな
った「キー坊」とみんなは、ある日、裏山で怪
現象に巻き込まれ「緑の星」へ。そこでは、地
球の未来に関わる恐ろしい計画が進められてい
た…。
　地球の緑の素晴らしさ、仲間たちとの友情な
ど、親子で一緒に楽しめるストーリーです。

きらきらミニシアター
11月 27日（土）10：00～

映画ドラえもん
「のび太と緑の巨人伝」

　 

文
化
財
保
護
強
調
週
間

　

11
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
は
、
文
化
財
保
護
強
調

週
間
で
す
。

　

文
化
財
は
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
期
間
中
は
文
化

財
の
公
開
や
史
跡
め
ぐ
り
、
伝
統
芸
能
発
表
会
な
ど
の
様
々
な

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
ぜ
ひ
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
日

本
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。 
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く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
財政課　　　　　34 － 0002
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

神河町公共バス時刻表が
携帯電話でも見られます

ＱＲコードで携帯サイトへアクセス

　男　　6,063 人　 （－ 10）

　女　　6,800 人　 （－  8）

　計　 12,863 人　 （－ 18）

世帯数　4,126 世帯（－  5）

人 の 動 き

※ 2010 年 9 月 30 日現在外国人も含む
　（　）は先月比

知
識
の
泉
～
心
豊
か
に
軽
や
か
に
～

　

近
畿
医
療
福
祉
大
学
公
開
講
座

　

近
畿
医
療
福
祉
大
学
で
は
、
大

学
で
の
教
育
や
研
究
の
成
果
を
広

く
社
会
に
開
放
し
、
社
会
人
の
教

養
を
高
め
、
文
化
の
向
上
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
に
公
開
講
座
を

開
講
し
ま
す
。

　

学
生
た
ち
と
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
ひ
と
時
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

11
月
12
日
（
金
）

テ
ー
マ　

病
は
気
か
ら

　
　

〜
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
解
消
〜

と
　
き　

11
月
19
日
（
金
）

テ
ー
マ　

知
っ
て
得
す
る
福
祉

　
　

〜
成
年
後
見
制
度
っ
て
何
〜

と
　
き　

12
月
３
日
（
金
）

テ
ー
マ　

金
子
み
す
ゞ
の
世
界
へ

　

の
旅

〜
お
い
で
ま
せ
仙
崎
（
山
口
）
へ
〜

と
　
き　

12
月
10
日
（
金
）

テ
ー
マ　

母
娘
の
詩
と
書

　
　
　

〜
77
さ
い
か
ら
の
出
発
〜

時
　
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

　

11
時
30
分
（
各
回
と
も
90
分
）

と
こ
ろ　

近
畿
医
療
福
祉
大
学　

　

講
義
室（
Ｂ
棟
２
１
０
３
教
室
）

定
　
員　

各
回
１
０
０
名

受
講
料　

無
料

申
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

　

メ
ー
ル
で
参
加
希
望
日
、
参
加

　

人
数
、
交
通
手
段
を
連
絡

そ
の
他　

福
崎
駅
か
ら
の
ス
ク
ー

　

ル
バ
ス
利
用
可
（
無
料
）。
駐

　

車
場
利
用
可
。

問
い
合
わ
せ　

近
畿
医
療
福
祉
大

　

学　

教
学
課
学
生
係

　

☎　

２
２
―
５
１
２
５

　

Fax　

２
２
―
６
９
４
１

　

E
メ
ー
ル

　

gakuseibu@
sw

.kinw
u.ac.jp

秋
の
千
个
峰
登
山
と
お
餅
つ
き

　

新
田
ふ
る
さ
と
村
で
は
、
秋
の

千
ヶ
峰
登
山
を
行
い
ま
す
。
下
山

後
に
は
、
杵
つ
き
の
お
餅
を
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
秋
の

一
日
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

11
月
23
日
（
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

そ
の
他　

弁
当
持
参

申
込
み　

11
月
21
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

新
田
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　

☎
３
３
―
０
８
７
０

法
務
局
公
開
講
座

　

神
戸
地
方
法
務
局
姫
路
支
局
で

は
、「
法
務
局
っ
て
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
」「
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

11
月
25
日
（
木
）

　
　

午
後
１
時
20
分
〜
４
時
20
分

と
こ
ろ　

姫
路
市
自
治
福
祉
会
館

定
　
員　

48
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

神
戸
地
方
法
務
局
姫
路
支
局

☎
（
０
７
９
）
２
２
５
―
１
９
２
６

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
で
は
、

平
成
23
年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
　
科　

機
械
制
御
工
学
科
、
建

　

築
工
学
科
、
情
報
工
学
科
、
自

　

動
車
工
学
科

試
験
区
分　

一
般
入
校
試
験

受
付
期
間　

11
月
５
日
（
金
）

　

〜
19
日
（
金
）

試
験
日　

11
月
27
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ　

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

☎
（
０
７
９
６
）
２
４
―
２
２
３
３

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
、
10
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

対
象
の
方
に
は
、
請
求
書
類
を

郵
送
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

対
象
者　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

　

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国

　

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

請
求
期
間　

平
成
24
年
３
月
31
日

　

ま
で

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
平

　

和
祈
念
事
業
特
別
基
金　

☎
（
０
５
７
０
）
０
５
９
―
２
０
４

見
す
ご
す
な

　

幼
い
子
ど
も
の　

Ｓ
Ｏ
Ｓ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

子
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
届
い

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家

族
や
社
会
か
ら
愛
さ
れ
、
健
や
か

に
暮
ら
す
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
、
幼
い
子
ど
も
た

ち
が
児
童
虐
待
に
よ
っ
て
傷
つ

き
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
命
ま
で
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
は
、
保
護
者
（
養

育
者
）
が
子
ど
も
に
対
し
、

○
暴
行
を
加
え
る
な
ど
の
「
身
体

　

的
虐
待
」

○
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
な
ど

　

の
「
性
的
虐
待
」

○
食
事
を
与
え
な
い
な
ど
、
適
切

　

な
監
護
を
著
し
く
怠
る
「
ネ
グ

　

レ
ス
ト
」

○
暴
言
を
浴
び
せ
る
な
ど
、
心
に

　

傷
を
負
わ
せ
る
よ
う
な
言
動
を

　

行
う
「
心
理
的
虐
待
」

を
加
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

虐
待
事
犯
を
早
期
に
発
見
し
、

保
護
す
る
た
め
に
は
地
域
の
み
な

さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
「
児
童
虐
待
か
も
し
れ
な
い
」

と
感
じ
た
り
、
発
見
さ
れ
た
と
き

は
す
み
や
か
に
関
係
機
関
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
て
い
た

だ
い
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

姫
路
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
９
）
２
９
７
―
１
２
６
１

夜
間
・
休
日

☎
（
０
７
９
）
２
９
４
―
９
１
１
９

　

募
　
集　
　

　

イ
ベ
ン
ト

　

お
知
ら
せ
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中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所

☎
（
０
７
９
）
２
８
１
―
９
２
１
０

福
崎
警
察
署　

☎
２
３
―
０
１
１
０

健
康
福
祉
課　
☎
３
２
―
２
４
２
１

住
民
生
活
課　
☎
３
４
―
０
９
６
２

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
始
ま
る
！

　

11
月
15
日
〜
３
月
15
日
ま
で
狩

猟
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
町
外
の
ハ
ン

タ
ー
も
山
へ
猟
に
入
ら
れ
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
、
登
山
、
山
菜
狩

り
な
ど
で
山
へ
入
ら
れ
る
場
合

は
、
目
立
つ
服
装
で
入
山
す
る
な

ど
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生

命
（
損
害
）
保
険
契
約
等
に
基

づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
扱
い

の
変
更
に
つ
い
て
〜

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取

扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税

務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

姫
路
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
（
０
７
９
）
２
８
２
―
１
１
３
５

　

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp

兵
庫
県
最
低
賃
金
が

　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

兵
庫
県
最
低
賃
金
が
10
月
17
日

に
改
正
さ
れ
、
時
間
額
は
７
３
４

円
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
る
業
種
に
つ
い

て
は
、
例
年
12
月
１
日
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
労
働
局
賃
金
課

☎
（
０
７
８
）
３
６
７
―
９
１
５
４

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

11
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
強

化
週
間
で
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

相
談
日　

11
月
15
日
（
月
）

　

〜
11
月
19
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

11
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
方
法　

電
話
相
談
の
み
。
無

　

料
。
秘
密
厳
守
。

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務

　

局
職
員

☎
（
０
５
７
０
）
０
７
０
―
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ　

　

神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
（
０
７
８
）
３
９
２
―
１
８
２
１

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

　

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
が
平
成

18
年
度
よ
り
開
始
し
た
「
地
域
に

お
け
る
若
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
モ
デ
ル
事
業
」
の
一

環
で
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
を

受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ

ム
サ
ロ
ン
21
が
運
営
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15

歳
か
ら
概
ね
39
歳
ま
で
の
若
者
や

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
相
談
業
務

や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル

面
と
キ
ャ
リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支

援
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

11
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
、
午
後
２
時

　

30
分
〜
、
午
後
３
時
30
分
〜
の

　

各
１
名
・
予
約
制

と
こ
ろ　

サ
ル
ビ
ア
会
館

　
（
福
崎
町
役
場
北
）

内
　
容　

働
く
自
信
が
な
い
な
ど

　

の
心
の
問
題
を
抱
え
る
若
者
や

　

そ
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
。

　
　

就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に

　

対
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す

　

る
相
談
。

締
切
り　

11
月
17
日
（
水
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
崎
町
役
場
産
業
課

　
　
　
　

☎
２
２
―
０
５
６
０

考
え
よ
う　

命
の
重
み　

も
う
一
度

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で

は
、
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。
不

幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
に
対
し
て
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口

兵
庫
県
警
察
被
害
者
支
援
室

☎
（
０
１
２
０
）
３
３
８
―
２
７
４

（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時
45
分
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
（
０
７
８
）
３
６
７
―
７
８
３
３

（
火
、
水
、
金
、
土
（
祝
日
を
除

　

く
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
面
接
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
崎
警
察
署

　
　
　
　

☎
２
３
―
０
１
１
０

●
心
配
ご
と
相
談

　

11
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　

神
崎
支
庁
舎　
　
　
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
３
０
３

●
健
康
福
祉
な
ん
で
も
相
談

　

11
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　

相
　
談



神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦ふるさと文化
　祭作品展

（～ 3 日）
　9：00 ～ 神公

◦住民税第 3 期
　国保税第 3 期
　納期限

◦健康福祉なん
　でも相談
　9：00 ～  神支

◦すくすく相談
　13：30 ～ 神支

◦英会話教室（初級）
　19：30 ～ 中公

◦古文書教室
　( 初級 )
　10：00～  神公  

◦婦人セット
　　　　　健診
　13：00 ～ 総病

◦楽しいお菓子
　作り教室
　9：00 ～  中公  

◦子どもチャレンジ教室
　9：30 ～  神公

5

7

6

8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 2726

28 29 30

321 4

11 月くらしのカレンダー

◦粟賀地城
　　　防災訓練
　8：30 ～

◦ふれあい
　　ハイキング

◦ポリオ予防接
　種
　13：00 ～

◦人権を考える
　日

◦あやめ学級
　教養 10：20 ～
　趣味 13：00 ～

中公

◦心配ごと相談
　13：0 ～ 神支

（要予約）

◦全国和太鼓フェス
　テイバル in 兵庫
13：00 ～　 グ

◦献血
　10：00 ～ 神支
　13：00 ～ 本

◦英会話教室
　（初級）
　19：30 ～ 中公

◦母子・父子
　家庭相談
　10：30 ～ 本
　　　（要予約）

◦ポリオ予防接種
　13：00 ～

 ◦消費者巡回相談
　13：30 ～ 本

◦若菜会（朗読）
　10：00 ～ 中公

◦成人ゼミナール
　13：30 ～ 神公

◦日曜健診
　8：30 ～ 神支
　
◦越知川ウォー
キング

◦栄養相談
　9：00 ～ 神支

◦ドライフラワー
　教室
　13：30 ～ 中公

◦ファミリー
　　スポーツデー

・国保税第 4 期
　介護保険料第
　3 期　納期限

◦ 1 歳 ６ ヵ 月
　健診
　13：00 ～ 神支

◦あじさい学級
　趣味 9：45 ～
　教養 13：00 ～
　    　神公  

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～ 神支

文化の日

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

勤労感謝の日

◦ロープジャンプ
　Ｘ大会
　9：00 ～

神崎体育セ ン タ ー


